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さ
き
に
筆
者
が
『
明
代
得
役
制
度
の
展
開
』
を
刊
行
し
た
時
、
引
用
史
料
は
す

べ
て
讃
み
下
し
文
し
か
載
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
外
園
の
研
究
者
か
ら
何

度
か
苦
情
を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
著
者
の
今
度
の
方
式
は
、
非
常
に
結

構
で
あ
る
。
但
し
、
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
方
式
を
採
用

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

著
者
の
長
年
に
わ
た
る
明
代
箔
役
制
度
に
関
す
る
研
究
成
果
が
集
大
成
さ
れ

た
こ
と
は
、
大
獲
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
著
者
の
極
め
て
創
意
に
み
ち
た
設

が
随
蕗
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
に
と
っ
て
も
、
教
え
ら
れ
る
黙
が
多
々
あ

っ
た
。
今
後
、
明
代
筏
役
制
度
の
研
究
を
+
ま
9
皐
徒
は
、
是
非
讃
ま
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
で
な
く
、
明
代
社
曾
経
済
史
、
或
い

は
政
治
史
を
研
究
し
て
い
る
者
に
も
、
必
ず
一
讃
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
文
献

で
あ
る
。

な
お
、
拙
文
の
中
で
、
著
者
の
見
解
を
充
分
に
譲
み
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、

妄
言
を
述
べ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
何
と
ぞ
御
海
容
を
願
い
た

い
。
こ
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
研
究
を
出
版
さ
れ
た
、
著
者
岩
見
宏
氏
に
、
衷
心

よ
り
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
九
八
六
年
五
月
京
都
同
朋
合

A
5
版

三

八

O
頁

九

五

O
O園

許
線
新
・
臭
承
明
主
編

中
国
資
本
主
義
援
展
史
第
一
港

中
国
資
本
主
義
的
萌
穿

'"" 芹

美

緒

本

本
書
は
、
全
四
倉
を
橡
定
さ
れ
て
い
る
『
中
園
資
本
主
義
援
展
史
』
〈
以
下

『
設
展
史
』
と
略
す
)
の
第
一
容
と
し
て

一
九
八
五
年
九
月
に
出
版
さ
れ
た
、

総
序

・
本
文
あ
わ
せ
て
全
七
七
三
頁
に
及
ぶ
大
加
で
あ
る
。
『
設
展
史
』
全
四

径
が
僅
系
性
を
も
っ

一
つ
の
書
物
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
と
い
う
黙
か
ら
す

れ
ば
、
本
書
は
本
来
、
全
巻
完
結
を
待
っ
て
書
評
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
『
設
展
史
』
編
集
事
業
の
経
緯
か
ら
見
て
も
、

叉
、
頗
る
充
寅
し
た
本
巻
の
内
容
自
檀
か
ら
し
て
も
、
『
設
展
史
』
は
、
今
後

中
園
の
経
済
史
研
究
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
も
の

と
預
想
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
各
港
に
つ
き
、

扱
わ
れ
て
い
る
各
時
期
の
専
門

研
究
者
に
よ
る
十
分
な
批
評
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
塁
ま
し
い
と
も
い
え
る
。
浅

風
午
の
私
に
は
力
に
徐
る
書
物
で
は
あ
る
が
、
概
略
の
紹
介
に
若
干
の
率
直
な
感

想
を
つ
け
加
え
て
、
書
評
の
責
を
塞
ぐ
こ
と
と
し
た
い
。

本
幹
也
容
頭
に
は
、
『
設
展
史
』
全
四
巻
に
糾
問
す
る
「
線
序
」
が
附
せ
ら
れ
て

い
る
。
主
編
者
の
一
人
許
糠
新
氏
の
執
筆
に
係
る
も
の
で
、

『
設
展
史
』
の
性

格
、
特
徴
が
大
略
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ω『
設
展
史
』
編
纂
の
経
緯
。
『
設
展
史
』
編
纂
の
任
務
は
、
一
九
六

O
年

周
思
来
に
よ
っ
て
許
氏
に
委
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
「
政
治
経

済
皐
の
中
園
化
」
即
ち
、
欧
米
を
モ
デ
ル
と
し
て
作
ら
れ
た
マ
ル
ク
ス
経
済
皐
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を
中
園
資
本
主
義
経
済
の
貧
際
状
況
と
結
合
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま

た
、
社
曾
主
義
改
造
が
完
成
し
た
嘗
時
に
お
い
て
中
園
資
本
主
義
に
封
し

「一

箇
の
歴
史
的
総
括
」
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
も
意
味
し
て
い
た
。
編
纂
執
筆
事

業
は
嘗
初
、
中
央
工
商
行
政
管
理
局
と
中
園
科
皐
院
ハ
嘗
時〉

経
済
研
究
所
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
共
同
で
進
め
ら
れ
、
文
化
大
革
命
に
よ
る
中
断
の
後
は
、

中
園
社
曾
科
昼
院
経
済
研
究
所
を
中
心
に
、
上
海
祉
倉
科
皐
院
及
び
南
聞
大
皐

の
研
究
者
の
協
力
を
得
て
行
な
わ
れ
た
。

ω『
設
展
史
』
編
纂
の
意
義
。
そ
の
政
治
的
意
義
は
、
現
在
位
曾
主
義
建
設

の
路
線
を
正
し
く
提
起
す
る
上
で
、
そ
の
歴
史
的
前
提
を
な
す
中
園
資
本
主
義

の
妥
展
度
と
特
質
と
を
正
し
く
把
揮
す
る
こ
と
が
必
要
だ
、
と
い
う
黙
に
あ

る。

又
そ
の
理
論
的
意
義
は
、
愛
生
か
ら
設
展
、
滅
亡
ま
で
の
全
過
程
を
た
ど

っ
た
中
園
資
本
主
義
を
そ
の
中
園
間
特
質
に
お
い
て
歴
史
的
に
総
括
す
る
こ
と

を
通
じ
、
政
治
経
済
摩
の
堕
富
化
に
寄
興
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ω『
設
展
史
』
の
扱
う
封
象
。
①
資
本
主
義
研
究
の
三
側
面
を
な
す
、
資
本

主
義
経
済
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
、
資
本
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
内
、

本
『
設
展

史
』
は
経
済
を
主
要
な
封
象
と
し
、
階
級
人
物
、
階
級
闘
争
、
経
済
思
想
と

い
っ
た
政
治
史
的
・
思
想
史
的
側
面
に
つ
い
て
は
資
本
主
義
経
済
設
展
と
の
関

連
で
部
分
的
に
と
り
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。

②
従
来
の
経
済
史
研
究
に
お
け
る

生
産
関
係
偏
重
の
傾
向
を
是
正
し
、
『
震
度
史
』
は
、
技
術
資
料
・
統
計
資
料

を
用
い
て
生
産
力
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
の
考
察
を
行
な
う
。
③
外
図
資

本
、
官
僚
資
本
、
民
族
資
本
の
三
者
に
関
し
て
、
『
設
展
史
』
は
、
そ
れ
ら
の

融
合
・
相
互
依
存
の
側
面
に
か
ん
が
み
、
い
ず
れ
を
も
中
園
資
本
主
義
の
一
部

と
し
て
取
り
扱
う
。

川
刊
『
褒
展
史
』
の
方
法
的
特
徴
。
①
『
設
展
史
』

は
マ
ル
ク
ス
・
レ
1
4
ン

主
義
及
び
毛
津
東
思
想
を
指
導
思
想
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、

彼
等
の
結
論
を
墨

守
す
る
こ
と
で
な
く
、
史
的
唯
物
論
の
「
立
場

・
観
黙
・
方
法
」
を
用
い
、
中

園
の
歴
史
事
寅
そ
の
も
の
か
ら
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
②
歴
史

事
貧
の
分
析

(「史
」
)
と
理
論
的
分
析
(「論
」
〉
と
の
綜
合
に
嘗
り
、

『褒
展

史
』
の
叙
述
方
法
は
、
『
資
本
論
』
の
如
き
論
理
的
構
成
を
と
ら
ず
、
歴
史
の

流
れ
に
即
し
て
断
代
的
に
叙
述
し
、

若
干
の
章
に
お
い
て
理
論
的
ま
と
め
を
行

な
う
、
と
い
う
方
法
を
と
る
。

③
本
『
設
展
史
』

で
は
、

可
能
な
限
り
定
量
的

分
析
を
試
み
て
、
そ
れ
に
よ
り
問
題
を
愛
見
し
、
或
は
定
性
的
結
論
を
検
詮
す

る
こ
と
に
つ
と
め
る
。

や
や
長
い
紹
介
と
な
っ
た
が
、
以
上
「
徳
序
」
に
は
、
中
閣
資
本
主
義
に
到

す
る

『
夜
展
史
』
の
接
近
法
が
極
め
て
明
示
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
即
ち
、
具
帥
底
的
歴
史
事
貧
に
即
し
た
着
賞
な
分
析
の
必
要
を
強
調
す
る

「
質
事
求
是
」
的
萎
調
と
と
も
に
、
本

「
線
序
」
に
は
、
強
い
寅
践
的
関
心
が

一
貫
し
て
い
る
。
中
園
資
本
主
義
に
制
到
す
る
そ
の
寅
践
的
関
心
と
は
、
階
級
闘

争
の
場
面
に
身
を
置
い
て
、
散
封
者
と
同
盟
者
と
を
区
別
し
、

敵
の
性
格
を
解

明
・

暴
露
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
向
の
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、

「
中
園
資
本
主
義
は
既
に
そ
の
全
過
程
を
経
過
し
了
っ
た
」
(
一一

頁
)
と
い

う
認
識
の
下
に
、
そ
の
残
し
た
正
負
爾
援
の
遺
産
を
正
確
に
把
握
し、

今
後
の

設
展
に
役
だ
て
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
遺
産
相
績
人
と
し
て
の
貧
践
的
関
心
で

あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
そ
こ
で
は
、
資
本
主
義
設
展
の
過
程
で
の
封
立
抗
争
も

無
論
忽
観
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
本

『
夜
展
史
』
の
最
大
の

関
心
の
一

つ
は
、
中
園
資
本
主
義
が
全
鎧
と
し
て
残
し
た
成
果
|
|
「中
園
資

本
主
義
援
展
の
水
準
」
(
二
八
頁
)
|
|
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
こ
と
は
、
生
産
力
の
重
視
、
定
量
分
析
の
活
用
、
「
中
園
資
本
主
義
」
へ

の
外
園
資
本
の
包
含
、
と
い
っ
た
諸
特
徴
に
、
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
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さ
て
、
本
巻
は
、
そ
う
し
た
一
貫
し
た
方
法
を
以
て
論
述
さ
れ
る

『
設
展

史
』
の
第
一
巻
で
あ
り
、
明
代
か
ら
一
八
四

O
年
ま
で
を
取
り
扱
う
。
本
巻
の

研
究
史
的
背
景
を
な
す
も
の
は
、
表
題
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
如
く
、

一
九
五

0

年
代
牢
ば
以
降
展
開
さ
れ
て
き
た
周
知
の
「
資
本
主
義
萌
芽
」
論
争
で
あ
る
。

こ
の
論
争
の
方
法
的
基
調
を
受
け
つ
ぎ
、

本
書
の

主
力
も
、
明
清
時
代
の
農

業
、
手
工
業
諸
業
種
に
お
け
る
「
資
本
主
義
萌
芽
」
(
以
下
、
原
則
と
し
て

「
萌
芽
」
と
略
す
)
の
検
査
に
そ
そ
が
れ
る
。
し
か
し
本
警
は
、
第
一
に

「萌

芽
」
の
概
念
規
定
を
始
め
と
す
る
理
論
面
で
の
枠
組
設
定
の
周
到
さ
に
お
い

て
、
第
二
に
「
萌
芽
」
検
謹
の
貧
誼
過
程
に
お
け
る
網
羅
性
と
級
密
さ
と
に
お

い
て
、
従
来
の
論
争
の
水
準
を
越
え
、
か
っ
こ
れ
を
集
大
成
す
る
こ
と
を
目
ざ

し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
紙
幅
の
節
約
の
た
め
遁
宜
一

括

し
て
示
し
た
。
括
弧
-内
の
人
名
は
、
凡
例
中
に
示
さ
れ
て
い
る
分
捻
執
筆
者
で

あ
る
。
但
し
、
分
館
執
筆
者
以
外
の
著
名
で
す
で
に
褒
表
さ
れ
て
い
る
部
分
も

あ
り
(
例
え
ば
、
第
二
章
第
二
節
、
第
四
章
第
一

節
、
第
五
節
、
の
そ
れ
ぞ
れ

一
部
が
呉
承
明
氏
の
名
前
で
渡
表
済
)
、
本
書

の
執
筆
が
極
め
て
集
闘
性
の
強

い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

第

一
章
導
論
(
奥
承
明
)

第
二
章
明
代
後
期
資
本
主
義
萌
芽
的
出
現
(
在
士
信
〉

第
一
節
明
代
農
業
生
産
力
的
設
展
和
生
産
関
係
的
演
袋

第
二
節
明
代
的
商
品
流
通
和
一商
人
資
本

第
三
節
官
手
工
業
的
表
落
和
手
工
業
中
小
一商
品
生
産
的
損
大

第
四
、
第
五
節
蘇
州

・
杭
州
総
織
業
、
庚
東
仰
山
冶
銭
和
餓
器
製
造
業
中

的
資
本
主
義
萌
芽

第
三
章
清
代
前
中
期
農
業
中
的
資
本
主
義
萌
芽
(
石
奇
、
方
卓
芥
〉

第

一
節
清
代
農
業
生
産
力
的
援
展
和
経
済
作
物
的
推
庚

第
二
節
租
佃
関
係
和
農
村
雇
傭
関
係
的
繁
化

第

三

節

農
業
中
的
資
本
主
義
萌
芽

第
四
章
清
代
前
中
期
手
工
業
中
的
資
本
主
義
萌
芽
(
上
)
(
方
行
、

石
奇
、

簡
鋭
、
在
土
信
〉

第
一
節
商
品
流
通
同
夜
展
和
曾
館

・
公
所

・
行
部
情
的
興
起

第
二
J
七

節

製

茶

・
製
煙
・

煎
酒

・
搾
油
業
、
製
糖
業
、
江
蘇

・
掘削
江
総

織
業
、
蘇
松
棉
布
加
工
業
、
造
紙

・
印
刷
出
版
業
、
険
西
木
材
採
伐
業

中
的
資
本
主
義
萌
穿

第
五
章
清
代
前
中
期
手
工
業
中
的
資
本
主
義
萌
芽
(
下
〉
(方
卓
芥
、
胡
銭

文
、
関
鋭
、
方
行
)

第
一
J
七

節

冶

餓

・
銘
餓
業
、

雲
南
銅
碗
業
、
山
東
博
山
和
北
京
西
部
煤

磁
業
、

景
徳
銀
製
蚕
業
、
四
川
井
盤
業
、
河
東
池
蜜
・
准
南
海
盛
業
、

上
海
沙
船
業
中
的
資
本
主
義
萌
芽

第
六
章
中
園
資
本
主
義
萌
芽
設
展
的
遅
緩
及
其
歴
史
作
用
〈
方
行
)

第
一
節

中
園
資
本
主
義
萌
芽
設
展
遅
緩
的
原
因

第
二
節
中
園
資
本
主
義
萌
芽
的
歴
史
作
用

本
書
の
も
つ
豊
富
な
内
容
を
遁
礁
に
要
約
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
が
、
俵

に
以
下
の
三
部
分
に
分
け
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ω分
析
の
基
礎
と
な

る
枠
組
を
提
供
す
る
第
一

章
及
び
総
括
を
行
な
う
第
六
章。

こ
れ
ら
は
線
序
の

同
の
②
に
い
う
「
論
」
に
嘗
る
部
分
で
あ
る
。

ω「
萌
芽
」
の
前
提
的
保
件
を

な
す
農
業
設
展
や
一商
品
流
通
に
関
す
る
叙
述
。

ω各
業
種
に
卸
し
て

「萌
芽
」

検
震
を
行
な

っ
た
部
分
。
上
掲
の
構
成
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
通
り
、
こ
の

ωの

部
分
が
頁
数
に
し
て
本
書
の
牢
分
強
を
占
め
る
。

ω
従
来
の
萌
芽
論
争
の
紛
糾
は
、

事
貧
認
識
の
相
違
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
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「
何
を
以
て
萌
芽
と
見
な
す
か
」
と
い
う
定
義
の
相
違
に
多
く
錆
せ
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
本
書
第
一

章
に
お
け
る
「
萌
芽
」
定
義
は
、

「
資
本
主
義
生
産
関
係
の
愛
生
過
程
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

一
面
で

は
、
庚
義
に
す
ぎ
る
定
義
||
一
商
業
資
本
の
蓄
積
や
商
品
経
済
の
進
展
と
い

っ

た
類
の
趨
勢
を
以
て
直
ち
に
「
萌
芽
」
と
見
な
す
が
如
き
ー
ー
を
批
判
し

「萌

芽
」
が
資
本
|賃
労
働
関
係
と
い
う
具
鐙
的
な
経
済
貧
鐙
と
し
て
理
解
さ
れ
る

べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
と
同
時
に
、
他
面
で
は
狭
義
に
す
ぎ
る
定
義
|
|
労
働

者
の
土
地
と
の
未
分
離
や
行
曾
等
の
存
在
を
以
て
「
萌
芽
」
を
否
定
す
る
が
如

き
ー
ー
を
批
判
列
し
て
そ
の
過
渡
的
性
格
を
容
認
す
る
、
と
い
う
爾
面
の
含
意
を

も
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
萌
芽
」
は
、

一
工
場
一
庖
舗
の
孤
立
的

・一

時
的
事
例
に
よ
っ
て
論
讃
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
少
く
と
も
あ
る
地
方
の
あ

る
業
種
に
お
い
て
「
萌
芽
」
設
生
の
歴
史
的
傑
件
が
存
在
し
、
相
嘗
量
の
資
本

主
義
生
産
関
係
が
存
在
し
、
か
っ
そ
れ
が
縫
績
性
を
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ

と
が
詮
さ
れ
て
始
め
て
「
萌
芽
」
の
存
在
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
。

さ
て
、
資
本
主
義
生
産
関
係
の
核
心
を
な
す
も
の
は
、
自
由
な
雇
傭
努
働
で

あ
る
。
そ
う
し
た
雇
傭
労
働
を
、
古
来
中
閣
に
存
在
し
た
雇
傭
労
働
と
区
別
す

る
指
標
と
し
て
次
の
一
一
一
貼
が
翠
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
被
雇
傭
者
の
基
本
的
な
人

身
的
自
由
。
伏
計
制
、
親
身
制
、
米
分
制
、

提
成
制
、
全
家
包
工
な
ど
の
努
働

慣
行
の
多
く
は
、
資
本
主
義
雇
傭
労
働
と
は
見
な
せ
な
い
。
逆
に
叉
、
毎
朝
労

働
市
で
雇
傭
を
待
つ
が
如
き
臨
時
性
の
強
い
労
働
者
も
、
資
本
へ
の
依
存
度
が

低
く
無
産
者
で
な
い
と
い
う
黙
で
、
未
だ
資
本
主
義
雇
傭
労
働
と
は
言
え
な

い。

②
雇
用
者
の
「
資
本
」
と
し
て
の
性
格
。
即
ち
、
そ
の
経
営
が
使
用
債
値

を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
く
商
品
生
産
を
通
じ
て
債
値
の
増
殖
を
園
る
も
の
で

あ
っ
た
か
、
と
い
う
黙
で
あ
る
。
こ
の
観
黙
か
ら
す
れ
ば
、
自
給
目
的
の
生
産

を
行
な
う
経
営
地
主
や
貢
納
口
聞
を
生
産
す
る
官
手
工
業
の
如
き
は
「
萌
芽」

の

範
鳴
か
ら
は
ず
さ
れ
る
。
③
同
一
資
本
に
雇
用
さ
れ
る
雇
工
の
人
数
。
本
書
で

は
一
般
に
、
十
人
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
の
み
考
慮
す
る
、
と
す
る
。
以
上
三

黙
の
基
準
は
、
従
来
の
資
本
主
義
萌
芽
論
の
中
で
は
、
や
や
殿
し
い
方
に
属
す

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
而
し
て
手
工
業
に
関
す
る
資
本
主
義
萌
芽
の
形
式
と

し
て
は
、

マ
ル
ク
ス
の

「
二
つ
の
途
」
に
な
ら
っ

て、

一
商
人
の
生
産
支
配
と

マ

ニ
ユ
フ
ア

ク
チ
ュ

ア

(
以
下
、
マ
ニ
ユ
と
略
す
〉
と
が
穆
げ
ら
れ
て
い
る
。
な

お
そ
の
前
者
は
、
問
屋
制
前
貸
制
度
の
み
な
ら
ず
「
商
人
雇
主
制
」
即
ち
、
主

に
農
産
品
加
工
業
な
ど
に
お
い
て
、

一商
人
が
そ
の一
商
業
資
本
的
性
格
を
保
持
し

た
ま
ま
雇
工
生
産
す
る
も
の
を
含
む
。

第
一

章
末
尾
は
、
「
萌
芽
」
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。
批
判
針
象
と

し
て
、
中
園
資
本
主
義
を
外
閣
か
ら
の
移
植
に
錆
す
る
「
外
因
論
」、
及
び
そ
れ

と
表
裏
を
な
す
と
こ
ろ
の
「
停
滞
論
」
な
い
し
「
俸
統
均
衡
」
「
高
水
準
均
衡

の
毘
」
「
超
安
定
シ
ス
テ
ム
」
等
の
静
態
理
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

「萌
芽
」

研
究
の
意
義
は、

「萌
芽
」
と
近
代
以
降
の
中
園
資
本
主
義
設
展
と
の
連
績
性

を
寅
蜜
す
る
こ
と
を
以
て
、
こ
れ
ら
の
理
論
を
反
設
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
、

と

す
る
。最

終
章

(
第
六
章
)
第
一
節
は

「萌
芽
」
渓
展
の
遅
れ
の
原
因
を
論
ず
る。

中
園
の
封
建
祉
舎
は

一
種
の
成
熟
し
た
封
建
祉
舎
の
典
型

(「
繁
態
封
建
制
」
で

は
な
い
、
と
の
合
意
)
で
あ
り
、
そ
の
経
済
構
造
、
上
部
構
造
の
強
固
さ
に
加

え
て
大
き
な
自
己
調
整
機
能
を
も
ち
、
そ
の
故
に
容
易
に
瓦
解
し
な
か
っ
た
、

と
の
基
本
認
識
の
下
に
、
以
下
四
黙
を
暴
げ
る
。
興
味
深
い
論
黙
を
含
む
が
、

後
に
も
鰯
れ
る
殻
定
で
あ
る
の
で
簡
単
に
列
摩
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
①
小
農

業
と
家
内
手
工
業
と
の
牢
固
た
る
結
合。

そ
の

理
由
と
し
て、

農
業
の
集
約

化、

人
口
座
力、

小
農
経
済
の
経
済
数
卒
、
の
三
黙
が
翠
げ
ら
れ
る
。
②
市
場

の
狭
隆
性
と
自
然
経
済
の
優
越
。
③
地
主
・
一商
人
・
高
利
貸
の
三
位

一
穫
。
土
地
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寅
買
の
自
由
と
い
う
中
園
封
建
制
の
特
色
は
、
地
租
・
商
業
利
潤
・
利
息
の
相

互
縛
化
を
通
じ
て
、
支
配
層
が
最
も
有
利
な
方
法
で
蓄
財
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
、
中
園
封
建
制
に
強
大
な
生
命
力
を
も
た
ら
し
た
、
と
す
る
。
@
封
建
的
上

部
構
造
の
反
動
的
作
用
。
具
程
的
に
は
、
重
本
抑
末
政
策
、
官
手
工
業
と
磁
禁

政
策
、
海
外
貿
易
禁
止
政
策
、
賦
税
収
奪
、

等
で
あ
る
。

績
く
第
二
節
で
は
、
「
萌
芽
」

の
歴
史
的
作
用
と
し
て
、
①
「
萌
芽
」
が
、

「
私
利
・

求
富
と
個
性
解
放
」
を
肯
定
す
る
責
宗
義
・
顧
炎
武
ら
の
進
歩
的
思

想
の
背
景
と
な
っ
た
こ
と
、
②
「
萌
芽
」
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
見
ら
れ
た
如
き

「
市
民
運
動
」
は
生
み
だ
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
景
徳
銀
や
蘇
州
の
手
工
業
労

働
者
の
賃
金
闘
争
の
よ
う
な
「
新
型
の
雇
工
闘
争
」
を
生
み
だ
し
た
こ
と
を
述

べ
、
最
後
に
③
と
し
て
、
近
代
以
降
に
お
け
る
「
萌
芽
」
の
設
展
第
化
を
概
観

す
る
が
、
こ
れ
は
詳
し
く
は
第
二
巻
で
扱
わ
れ
る
べ
き
務
定
の
内
容
で
あ
る
。

ω
「
萌
芽
」
の
傑
件
を
な
す
農
業
と
流
通
の
問
題
。

ま
ず
農
業
問
題
に
関
し

て
は
、

①
宋
か
ら
清
に
か
け
て
穀
物
生
産
量
は
約
五
倍
に
増
大
し
た
が
、
宋
か

ら
明
ま
で
の
増
加
は
主
に
耕
地
面
積
の
績
大
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
明
清
聞
の

そ
れ
は
主
に
集
約
化
と
新
作
物
導
入
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
②
棉
花

・
桑

・

煎
穏
な
ど
の
経
済
作
物
の
普
及
は
み
ら
れ
た
が
、
線
耕
地
面
積
の
一
一
割
を
占
め

る
に
す
ぎ
ず
、

需
要
上
の
限
界
の
た
め
に
清
中
期
に
は
そ
の
設
展
は
抑
え
ら
れ

た。

③
土
地
所
有
朕
況
に
つ
い
て
は
、
明
清
時
代
と
も
、
王
朝
初
期
に
は
自
作

農
の
比
重
が
多
く
、
次
第
に
地
主
的
土
地
所
有
が
抜
大
す
る
、
と
い
う
パ
タ
ー

ン
を
示
す
。
佃
農
の
隷
属
性
は
次
第
に
弱
ま
り、

地
租
形
態
も
、
分
租
か
ら
定

額
租
へ
、
質
物
納
か
ら
貨
幣
納
へ
、
と
い
う
繁
化
が
見
ら
れ
た
、
と
す
る
。
以

上
農
業
面
の
分
析
は
、
主
に
、
農
業
資
本
主
義
萌
芽
の
僚
件
を
検
討
す
る
も
の

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
佃
農
の
隷
属
性
の
弱
化
及
び
経
済
作
物
の

一
定
の

普
及
と
い
う
プ
ラ
ス
傑
件
を
評
債
し
つ
つ
も
、
地
租
形
態
の
繁
化
の
緩
慢
さ
、

「
一
明
芽
」
震
展
の
根
本
的
障
碍
と
な
っ
た
、
と

農
業
生
産
力
設
展
の
遅
滞
が、

す
る
。

さ
て
、

商
品
流
通
に
関
す
る
本
書
の
考
察
は
、
第
一
に
、

「
萌
芽
」
設
展
に

お
け
る
「
市
場
問
題
」
を
一
つ
の
重
要
な
分
析
課
題
と
し
て
提
起
し
た
黙
で
、

第
二
に
、

圏
内
市
場
の
規
模
に
関
す
る
定
量
的
分
析
を
試
み
た
黙
で
、
本
書
の

中
で
最
も
斬
新
な
印
象
を
輿
え
る
部
分
で
あ
る
。
第
一
章
で
の
理
論
的
分
析
に

お
い
て
、

首
時
の
市
場
は
、
①
地
方
小
市
場
〈
即
ち
定
期
市
レ
ベ
ル
の
交
易
)
、

②
都
市
市
場
、

③
匡
域
市
場
(
例
え
ば
コ
偏
南
」

「滋
北
」
な
ど
、
或
は
一
省

レ
ベ
ル
の
範
園
の
市
場
)
、
@
全
園
市
場
或
は
海
外
市
場
、
の

四
級
に
分
類
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
、

①
は
小
生
産
者
相
互
の
使
用
債
値
の
直
接
交
換
、

②
は
封
建
的
枚
奪
物
と
農
村
製
品
と
の
交
換
、
を
内
容
と
す
る
に
す
ぎ
ず
、
③

で
の
交
易
も
地
域
的
自
給
自
足
の
補
完
物
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
自
然
経
済
な
い

し
封
建
経
済
を
破
援
し
得
る
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
。
そ
れ
に
封
し
、
「
萌

芽
」
と
の
関
連
に
お
い
て
本
書
で
一
貫
し
て
重
視
さ
れ
る
の
は
@
の
遠
隔
地
市

場
で
あ
り
、
主
要
商
品
の
長
距
離
交
易
ル
l
ト
と
そ
の
交
易
量
な
ど
に
つ

い
て

も
、
力
を
入
れ
た
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
る。

第
四
章
第
一
節
三
「
ア
ヘ
ン
戦
争
前
の
圏
内
市
場
量
の
分
析
」
は
、
本
書
に

お
け
る
定
量
分
析
の
試
み
の
白
眉
で
あ
る
。
穀
物

・
棉
花
・
棉
布

・
生
紙

・
絹

織
物

・
茶

・
盛
の
七
品
目
に
つ
い
て
、
そ
の
一商
品
量
、
債
額
、産
出
量
中
に
占
め

る
商
品
量
の
比
率
、
な
ど
が
、
一

つ
一
つ
の
数
字
に
多
大
の
労
力
を
投
じ
つ
つ

推
計
さ
れ
て
い
る
が
、
推
計
方
法
の
詳
細
な
説
明
は
第
二
各
に
待
つ
と
こ
ろ
が

多
い
。
七
口
問
自
の
内
、
商
品
償
額
の
多
い
も
の
は
、
穀
物
(
七
品
目
合
計
の
四

二
パ
ー
セ
ン
ト
〉
、
棉
布
(
同
二
四

パ
ー
セ
ン

ト)、

盟
(
同

一
五
パ

ー
セ

ン

ト
〉
で
あ
り
、
こ
う
し
た
数
字
か
ら
、
首
時
の
一
商
品
交
換
の
主
要
部
分
が
、
穀

物
と
布
・
堕
等
工
業
品
と
の
交
換
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
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他
、
商
品
流
通
に
関
連
し
て
、
一
商
人
曾
館
、
工
商
業
公
所
、
雇
工
行
部
情
と
い
っ

た
ギ
ル
ド
的
組
織
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
牙
行
な
ど
が
一

貫
し
て
否
定
的
に
評
債
さ
れ
て
い
る
の
に
針
し
、
こ
れ
ら
組
織
に
つ
い
て
は
、

郷
土
主
義
的
狭
陰
性
と
い
っ
た
一
般
的
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
各
業
種
の
中
で

そ
れ
ら
が
果
た
し
た
具
鰻
的
役
割
に
感
じ
、
是
々
非
々
的
に
評
領
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ω
各
業
種
に
お
け
る
「
萌
芽
」
の
検
討
は
本
書
の
中
心
部
分
を
な
す
が
、
業

種
数
に
し
て
十
数
種
、
頁
数
に
し
て
四
百
頁
徐
に
及
ぶ
分
析
を
羅
列
的
に
紹
介

す
る
こ
と
は
、
紙
幅
の
面
か
ら
も
不
可
能
で
あ
り
、
意
味
も
少
な
い
と
思
わ
れ

る
の
で
、
こ
こ
で
は
分
析
上
の
概
略
の
特
徴
を
述
べ
る
と
共
に
、
特
に
興
味
深

い
問
題
を
は
ら
む
と
思
わ
れ
る
数
業
種
を
と
り
あ
げ
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た

ま
ず
業
種
選
揮
の
基
準
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
業
種
が
中
園
経
済
中
に
占

め
る
比
重
、
或
は
経
済
設
展
に
お
け
る
戟
略
的
重
要
性
、
と
い
っ
た
勲
は
原
則

的
に
捨
象
し
て
、
「
萌
芽
」
の
存
否
を
基
準
に
、
「
萌
芽
」
の
存
在
す
る
業
種

を
網
羅
的
に
と
り
あ
げ
る
、
と
い
う
方
針
で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
結

果
、
日
本
で
殆
ど
研
究
の
な
い
、
冶
餓
・
鋳
鍛
業
、
造
紙
・
印
刷
業
、
木
材
伐

採
業
、
炭
磯
業
、
井
盟
業
な
ど
に
相
嘗
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
業
種

に
関
す
る
本
書
の
詳
細
な
分
析
か
ら
、
私
は
稗
盆
さ
れ
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
っ

た。
分
析
の
方
法
上
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
各
業
種
に
つ
き
、
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
た

基
準
・
手
績
を
以
て

「
萌
芽
」
の
検
詮
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
即
ち
、
ま
ず
嘗
業
種
の
技
術
水
準
と
生
産
概
況
が
述
べ
ら
れ
、
次
い
で
経

営
形
態
が
詳
細
に
考
察
さ
れ
、
第

一
章
で
明
示
さ
れ
た
基
準
に
ほ
ぼ
忠
賓
に
即

し
て
「
萌
芽
」
の
存
否
と
そ
の
程
度
と
が
剣
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
第
二
に
、

そ
の
叙
述
方
法
は
必
ず
し
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
機
械
的
ふ
り
わ
け
、
と
い

っ
た
皐
調
な
感
鍋
の
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
各
業
種
の
個
性
的
特
徴
と
い

っ
た
も
の
が
一
項
な
い
し
数
項
を
費
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
多
く
の

示
唆
的
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
。
例
え
ば
、
総
織
業
、
銅
破

業
、
製
磁
業
に
お
け
る
官
営
工
業
或
は
官
の
出
資
・
規
制
の
問
題
。
棉
紡
織
業

に
お
け
る
家
内
副
業
生
産
の
優
勢
の
問
題
。
木
材
伐
採
業
に
お
け
る
山
地
と
い

う
特
殊
傑
件
の
問
題
。

製
磁
業
に
お
け
る
専
業
化
の
進
行
と
職
種
別
組
織
の
問

題
。
磁
業
や
井
盟
業
に
お
け
る
地
主
・
投
資
者
・
経
営
者
相
互
聞
の
複
雑
な
租

佃
・
出
資
関
係
。
叫
附
布
業
、
破
業
、
井
盟
業
、
製
磁
業
な
ど
贋
汎
な
業
種
に
見

ら
れ
る
「
包
工
頭
」
(
品
目
務
請
負
〉
制
度
、

等
々
。
以
下
敷
業
種
を
と
り
あ

げ
、
若
干
の
感
想
を
ま
じ
え
つ
つ
、
そ
の
論
貼
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

①
四
川
井
盛
業
。
分
析
さ
れ
た
十
数
穫
の
手
工
業
の
内
、
経
営
の
資
本
主
義

的
性
格
に
つ
い
て
最
も
高
い
評
債
が
輿
え
ら
れ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
の
は
四
川

井
盛
業
で
あ
り
、

「我
園
の
資
本
主
義
萌
芽
の
中
で
最
も
完
備
し
た
マ
ニ
ユ
フ

ア
タ
チ
ュ
ア
が
出
現
し
た
」
(
一

O
頁
)
も
の
と
さ
れ
る
。
堕
弁
の
開
撃
、

盛

水
の
汲
み
出
し
と
総
迭
、
竃
に
よ
る
前
'
窟
な
ど
、

大
が
か
り
で
複
雑
な
工
程
を

も
っ
井
盛
業
は
、
破
業
と
同
様
、
大
規
模
雇
工
生
産
を
必
須
の
形
態
と
し
た
と

同
時
に
、
他
の
破
業
|
|
例
え
ば
官
の
規
制
や
磁
脹
の
澗
渇
に
よ

っ
て
衰
退
に

向
っ
た
雲
南
銅
磁
業
|
!
と
比
較
し
て
、
官
の
規
制
の
弱
さ
、
人
口
増
に
伴
う

需
要
婚
、
深
井
掘
盤
に
よ
っ
て
よ
り
濃
度
の
高
い
堕
水
が
得
ら
れ
た
こ
と
、
な

ど
の
幸
運
な
朕
況
に
よ
り
清
代
を
通
じ
順
調
に
設
展
し
た
、
そ
の
こ
と
が
如
上

の
許
債
を
導
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
大
規
模
投
資
に
関
し
興
味
深
い

黙
は
、
そ
の
複
雑
な
資
本
関
係
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
主
と
経
営
者
と
の
租
地

契
約
に
お
い
て
、
撃
井
以
前
の
租
地
に
つ
い
て
は
地
主
は
押
銀
を
と
る
の
み
で

あ
る
が
、
井
の
完
成
後
、
地
主
は
分
班
と
務
し
て
利
盆
の
配
首
を
受
け
る
。
さ
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ら
に
、
開
墾
中
の
堕
井
や
完
成
し
た
井
竃
の
租
佃
関
係
も
、
清
代
中
期
以
降
富

祭
盛
場
に
お
い
て
設
展
し
た
。
そ
こ
で
は
、

原
業
主
が
租
金
を
得
て
承
租
者
に

貸
興
す
る
の
み
な
ら
ず、

承
租
者
が
さ
ら
に
第
三
者
に
鵜
租
す
る
と
い
う
形

で
、
往
々
に
し
て
租
佃
関
係
が
重
層
的
に
連
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
複
雑
な
租
佃
関
係
に
つ
き
、
本
書
の
-評債
は
ほ
ぼ
肯
定
的
で
あ
る
。
即
ち
、

そ
れ
は
、
資
金
の
除
っ
て
い
る
者
に
射
し
て
は
既
成
の
生
産
手
段
を
利
用
し
て

堕
利
を
得
る
捷
径
を
開
く
と
同
時
に
、
資
金
繰
り
に
苦
し
む
経
営
者
に
と
っ
て

は
一
部
の
井
鐙
を
出
租
し
て
そ
の
租
金
で
他
の
井
竃
を
集
中
経
営
す
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
小
井
戸
の
み
な
ら
ず
資
本
雄
厚
の
大
戸
も
往
々
そ

れ
に
借
り
て
成
長
し
た
の
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
経
営
の
移
縛

が
、
紹
買
で
な
く
租
佃
関
係
を
、
通
じ
て
行
な
わ
れ
、
そ
れ
故
に
こ
そ
資
金
が
ス

ム
ー
ズ
に
運
用
し
う
る
と
い
う
、
こ
う
し
た
制
度
は
、
資
本
の
集
中
固
定
で
な

く
、
む
し
ろ
分
散
流
動
を
加
速
す
る
方
向
に
作
用
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
そ
れ
は
、

「
萌
芽
」

期
の
特
徴
た
る
に
と
ど
ま
ら
ず、

近
代
中
園
資
本
主
義

の
一
つ
の
特
徴
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
一
景
徳
銀
磁
器
製
造
業
。
本
業
種
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の

専
業
化
の
進
展
で
あ
る
。
「
そ
の
工
種
・
職
業
匿
分
の
細
か
き
は
、
恐
ら
く
各

種
手
工
業
の
冠
で
あ
ろ
う
」〈
五
六
七
頁
)
、
と
。
こ
こ
で
マ
ニ
ュ
の
存
在
が
認

定
さ
れ
得
る
の
は
町
内
作
(
客
入
れ
の
前
の
型
作
り
)
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り、

燐申告

・
加
彩
に
関
わ
る
多
く
の
職
種
は
、
極
め
て
専
業
的
に
分
化
し
た
小
規
模

経
営
と
し
て
、

景
徳
銀
一
帯
に
軒
を
益
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
朕
況

に
つ
き
、
本
書
で
は
、
専
業
化
の
事
貨
を
以
て
直
媛
「
萌
芽
」
を
結
論
す
る
類

の
議
論
を
批
判
し
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
こ
で
は
社
舎
的
分
業
が

工
場
内
部
の
分
業
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
い
る
。
:
:
:
こ
う
し
た
専
業
化
は

一
面

で
は
技
術
と
数
率
を
高
め
る
が
、
一
面
で
は
生
産
単
位
を
分
散
零
細
化
し、

資

本
主
義
関
係
の
愛
生
を
妨
害
す
る
」
(
五
七
二
頁
)
、
と
。
こ
の
指
摘
は
正
し
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
専
業
化
が
「
技
術
と
放
率
を
高
め
る
」
な
ら

ば
、
資
本
主
義
関
係
愛
生
に
針
す
る
そ
の
阻
碍
作
用
を
自
明
の
悪
と
す
る
に
は

嘗
ら
な
い
の
で
あ
っ

て
、
専
業
化
こ
そ
が
合
理
的
な
選
鐸
と
い
う
こ
と
に
な
ら

な
い
か
。
「
我
園
に
於
て
は
場
外
分
業
の
褒
逮
に
よ
っ
て
場
内
分
業
は
反

っ
て

簡
単
化
す
る
と
い
う
状
況
が
あ
っ

た
」
(
二
七
頁
)
と
い
う
第
一
章
の
鋭
い
指

摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
中
園
資
本
主
義
全
鐙
の
特
質
に
関
わ
る
問

題
で
も
あ
り
、
単
に
資
本
主
義
関
係
の
設
展
を
阻
む
外
在
的
要
因
と
し
て
注
目

す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
数
率
比
較
な
ど
の
具
盤
的
検
討
を
通
じ
て
理
解
さ
る
べ

き
現
象
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

③
侠
西
木
材
伐
採
業
。
木
材
伐
採
業
に
お
い
て

「
萌
芽
」

が
見
ら
れ
た
険
西

中
南
-部
の
山
地
は
、
清
代
特
に
中
期
に
外
省
か
ら
の
移
民
に
よ

っ
て
開
墾
さ
れ

た
新
開
地
で
あ
り
、
白
蓮
数
飢
の
時
抗
生
地
と
も
重
な
る
、
内
地
迭
境
と
も
い
う

べ
き
地
域
で
あ
る
。
分
析
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
明
代
中
葉
以

来
、
我
園
の
資
本
主
義
萌
芽
は
主
に
、
生
産
と
一商
業
が
比
較
的
設
達
し
た
江
南

と
珠
江
デ
ル
タ

一
常
に
出
現
し
た
。
侠
西
南
部
は
経
済
の
遅
れ
た
山
匡
で
あ

り
、
こ
こ
に
新
し
い
生
産
関
係
が
出
現
し
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
こ

と
で
あ
る
。
普
遍
閏
法
則
は
特
殊
な
事
物
を
通
し
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
往
々
に
し
て
若
干
の
偶
然
的
要
素
が
そ
の
聞
に
混
入
す
る
こ
と
を
菟
れ
な

い
」
(
四
三
三
頁
)
。
そ
の

「
偶
然
的
要
素
」
と
し
て
以
下
の
分
析
に
お
い
て
強

調
さ
れ
て
い
る
の
は
「
喫
飯
問
題
の
解
決
」
で
あ
る
。
即
ち
、
第
一
に
、
移
民

に
よ
る
先
進
的
水
稲
耕
作
技
術
の
導
入
、
第
二
に
、
ト
l
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
耐

皐
高
産
作
物
の
普
及
、
第
三
に
、
山
区
で
の
封
建
的
牧
奪
が
比
較
的
経
く
農
民

の
生
産
一意欲
が
高
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
に
よ
る
険
西
山
匿
の
農
業
生
産
の

一

定
の
設
展
が
、

「萌
芽
」
愛
生
の
背
景
と
な
っ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
一
般
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に
手
工
業
や
経
済
作
物
生
産
の
設
展
が
、
「
喫
飯
問
題
」
即
ち
手
工
業
従
事
者

及
び
経
済
作
物
生
産
者
の
食
糧
問
題
の
解
決
な
く
し
て
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ

と
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
必
要
僚
件
で
あ
っ
て
十
分
保
件
で
は

な
い
。
そ
し
て
、
本
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
「
萌
芽
」
の
諸
事
例
を
見
る
な
ら

ば
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
「
生
産
と
商
業
が
比
較
的
援
達
し
た
江
南
・
珠
江
デ

ル
タ
」
に
集
中
し
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、
「
萌
芽
」
の
直
接
の
燦
件
は
、
そ

れ
が
限
ら
れ
た
地
域
で
の
み
生
産
可
能
で
従
っ
て
庚
い
市
場
を
も
ち
(
磁
業、

製
塑
業
、
木
材
業
)
、
技
術
的
に
大
量
の
資
本
或
は
多
数
の
協
業
を
必
須
と
す
る

(
破
業
、
製
盛
業
、
木
材
業
、
高
級
絹
織
業
〉
と
い
っ
た
業
種
自
鐙
の
属
性
に

よ
り
多
く
錦
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
地
域
に
お
け
る
生
産
と
商
業
の
愛

展
が
そ
の
地
域
に
お
け
る
諸
産
業
の
全
般
的
資
本
主
義
化
を
生
み
だ
す
と
い
っ

た
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
山
区
や
中
進
地
帯
に
お
け
る

「
萌
芽
」

の
存
在
は
む
し
ろ
普
通
の
事
態
で
あ
る
|
|
こ
の
こ
と
は
、
資
本
主
義
愛
展
の

論
理
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

④
江
南
デ
ル
タ
の
棉
紡
織
業
。
本
書
で
は
一
般
に
、
「
萌
芽
」
の
存
在
す
る

業
種
の
み
を
と
り
あ
げ
る
と
い
う
例
に
な
っ
て
い
る
が
、
棉
業
に
つ
い
て
は
、

一
部
の
加
工
業
を
除
き
「
萌
芽
」
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

嘗
時
の

商
品
経
済
に
お
け
る
棉
布
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
特
に
棉
紡
織
業
を
と
り
あ

げ
て
、
そ
こ
に

「
萌
芽
」
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
及
び
そ
の
理
由
に
紙
面
を

割
い
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
翠
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
資
本
主
義
関
係
設

生
の
前
提
と
な
る
べ
き
紡
績
工
程
と
織
布
工
程
と
の
分
離
が
行
な
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
即
ち
、
紡
績
技
術
の
遅
れ
の
た
め
に
、
棉
花
か
ら
布
を
作
る
努
働
過
程

に
お
い
て
紡
績
に
あ
て
ら
れ
る
労
働
時
聞
は
織
布
の
三
倍
で
あ
り
、
従
っ
て
一

労
働
日
首
り
の
紡
紗
の
報
酬
は
織
布
に
比
べ
て
非
常
に
低
く
、
農
民
が
紡
紗
に

特
化
す
る
こ
と
は
不
利
盆
で
あ
っ
た
の
で
、
紡
・
織
が
分
化
し
な
か
っ
た
の
で

あ
る
、
と
。
し
か
し
こ
れ
は
、
理
解
し
に
く
い
設
明
で
あ
る
。
綿
花
を
布
に
加

工
す
る
工
程
の
中
で
、
紡
紗
と
織
布
と
に
要
す
る
祉
舎
的
に
必
要
な
労
働
時
聞

が
三
樹
一
な
ら
ば
、
紡
紗
に
よ
っ
て
附
加
さ
れ
る
債
値
は
織
布
の
そ
れ
の
三
倍

で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
に
見
合
う
報
酬
が
、
競
争
を
通
じ
本
来
輿
え
ら
れ
る
筈

で
は
な
い
か
。
叉
、
俵
に
織
布
が
紡
紗
に
比
べ
有
利
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
農

民
は
な
ぜ
賎
い
棉
糸
を
買
っ
て
織
布
に
特
化
し
な
い
の
か
。
そ
し
て
「
紡
が
織

に
追
い
っ
か
な
い
」
(
三
九

O
頁
)
紋
況
が
あ
る
な
ら
、
な
ぜ
棉
糸
債
格
は
上

昇
し
な
い
の
か
。

一
労
働
日
蛍
り
の
紡
紗
の
報
酬
が
織
布
の
そ
れ
に
劣
る
と
い

う
こ
と
は
事
寅
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は

「
技
術
の
遅
れ
」
の
た
め
で
な
く
、
紡

紗
が
老
弱
者
に
も
で
き
る
簡
単
作
業
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
紡
紗
工
程
と
織
布
工
程
と
が
未
分
離
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
、
未
分
離
で
あ
る
方
が
家
族
内
の
各
種
労
働
力
の
有
数
利
用
に
適
合
的

だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
技
術
の
問
題
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、

家
族
内
の
各
種
労

働
力
の
組
み
合
わ
せ
が
緊
要
の
意
義
を
も
っ
小
農
経
営
の
特
質
の
問
題
に
鯖
せ

ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
不
十
分
な
が
ら
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
。
繰
り
返
し
述
べ
た

よ
う
に
、

本
書
の
内
容
は
単
に
「
(
「
萌
芽
」
が
〉
中
園
に
も
あ
っ
た
、
と
ひ
た

す
ら
意
地
を
張
る
」

(
一
一
一
一
一
頁
〉
類
の
も
の
で
は
な
い
。
「
萌
芽
」
設
展
の
遅

れ
や
そ
の
理
由
に
つ
い
て
の
本
書
の
論
述
は
周
到
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も

拘
ら
ず
、
本
書
の
主
眼
が
「
萌
芽
」
の
検
詮
と
い
う
こ
と
に
あ
る
た
め
に
、

「
萌
芽
」

設
展
を
阻
碍
す
る
諸
要
因
は
、
外
在
的
な
所
輿
の
僚
件
と
し
て
、
や

や
羅
列
的
に
記
述
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
劉

し
、
一
讃
者
と
し
て
の
私
の
関
心
は
、
中
園
化
さ
れ
た
政
治
経
済
事
の
鐙
系
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
中
園
経
済
の
個
性
的
諸
特
質
は
ど
の
よ
う
に
相
互
連
閥
的
に
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位
置
づ
け
ら
れ
、
構
造
的
に
理
解
し
得
る
の
か
、
と
い
っ
た
側
面
へ
と
傾
い
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
私
の
関
心
か
ら
、
本
書
に
射
す
る
総
括
的
感
想
を
、
以
下

二
黙
に
わ
た
っ
て
述
べ
た
い
。

ω
「
資
本
主
義
設
展
史
」
と
い
う
本
書
の
性
格
か
ら
し
て
、
本
書
の
目
的

が
、
明
清
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
概
観
で
は
な
く
、
中
園
資
本
主
義
の
始

源
を
明
清
経
済
の
中
に
追
求
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
は
、
民
園
時
代
に
お
い
で
す
ら
、
康
汎
な
小

生
産
の
中
で
の
孤
島
的
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
況
ん
や
明
清
時
代

に
お
い
て
そ
の
比
重
は
さ
ら
に
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
「
萌

芽
」
が
再
生
産
を
行
な
っ
て
ゆ
く
過
程
で
、
小
山
民
経
済
、
地
主
経
済
と
い

っ
た

沓
経
済
と
庚
く
複
雑
な
関
わ
り
を
も
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
自
明
で
あ

り
、
そ
の
関
わ
り
方
と
い
っ
た
も
の
が
一
つ
の
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
日
本
の
経
済
史
研
究
に
お
い
て
も
、
資
本
主
義
の
始
源
を
嘗
祉
舎
の

中
に
遡
っ
て
追
求
す
る
、
と
い
う
問
題
意
識
は
強
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え

ば
そ
の
代
表
的
論
者
た
る
大
塚
久
雄
氏
の
所
論
を
み
る
と
、
そ
こ
で
は
、
資
本

主
義
の
源
流
は
、
資
本
主
義
的
経
営
形
態
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
資
本

主
義
愛
生
の
母
胎
を
な
す
分
業
関
係
の
あ
り
方
(
即
ち
局
地
的
市
場
圏
)
の
中

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
奮
経
済
と
隔
離
さ
れ
た
完
結
し
た
再
生
産
閣
の

所
産
と
し
て
資
本
主
義
端
技
展
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
こ
の
理
論
モ
デ

ル
の
特
色
が
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
資
本
主
義
の
始
源
を
沓
経
済
と
い
わ
ば
切

り
離
し
た
形
で
追
求
し
、
新
・
欝
経
済
の
諸
要
素
を
封
抗
的
な
形
で
峻
別
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
書
に
お
い
て
は
そ
う
で
は
な
い
。

本
書
で
扱
う
「
萌
芽
」
の
中
に
は
相
蛍
に
設
展
し
た
マ
ニ
ユ
形
態
を
示
す
も
の

も
あ
る
が
、
そ
れ
が
資
本
面
に
お
い
て
は
多
く
前
期
的
商
業
資
本
に
依
存
し、

原
料

・
食
料
の
供
給
を

「
封
建
的
」
小
農
経
済
に
仰
い
で
い
る
、
と
い
っ
た
黙

で
奮
経
済
の
諸
要
素
と
深
く
接
合
し
て
い
る
こ
と
は
、
自
明
の
前
提
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
文
脈
違
い
を
承
知
で
本
書
の
語
を
援
用
す
れ
ば
、

「萌
芽
」

と
醤
経
済
と
は
、

「
相
互
に
封
立
す
る
と
と
も
に
叉
依
存
し
あ
う
矛
盾
統

一

隆
」
(
総
序
一
七
頁
)
と
で
も
言
え
よ
う
か
。

例
え
ば
、
農
民
の
家
内
副
業
的
手
工
業
生
産
が
、
そ
の
低
債
格
に
よ

っ
て
雇

工
生
産
と
競
争
し
、
「
萌
芽
」
の
設
展
を
妨
げ
た
(
六
七
八
|
九
頁〉
、
と
の

指
摘
に
し
て
も
、
業
種
に
よ
っ
て
は
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、
他
の
側

面
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
小
由
度
経
済
の
同
じ
特
質
が
、
手
工
業
原
料
及
び
食
料

の
供
給
を
安
債
に
す
る
要
因
と
し
て
、

「
萌
芽
」
設
展
に
プ
ラ
ス
の
作
用
を
な

し
た
、
と
い
う
関
係
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
叉
、

一商
品
の
販

路
と
い
う
面
か
ら
、
「
萌
芽
」

企
業
の
一商
品
の
消
費
者
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
。
清
代
中
期
の
全
耕
地
の
約
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
地
主
に
所
有
さ
れ
て
い
た

と
い
う
本
書
の
指
摘
(
一一一一

O
頁
〉
を
も
と
に
、
そ
こ
に
お
い
て
牧
奪
さ
れ
た

穀
物
の
一
部
(
例
え
ば
三
分
の
一
〉
が
他
商
品
に
針
す
る
需
要
と
し
て
あ
ら
わ

れ
る
と
し
て
推
算
し
て
み
る
と
、
そ
の
地
主
需
要
の
量
は
、
優
に
、
前
述
し
た

「
ア
ヘ

ン
戟
争
前
の
圏
内
市
場
量
の
分
析
」
に
お
け
る
穀
物
以
外
六
品
目
の
商

品
額
総
計
に
匹
敵
す
る
。
本
書
の
市
場
論
に
お
い
て
は
、
都
市
市
場
の
交
易
を

封
建
的
枚
奪
物
と
農
村
製
品
と
の
交
換
で
あ
る
が
故
に
進
歩
的
意
義
を
も
た
な

い
も
の
と
す
る
が
、
同
様
に
「
全
園
市
場
」
に
お
け
る
需
要
の
相
嘗
部
分
が

「
封
建
的
政
奪
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
も
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
蛍
時
の
中
閣
の
商
品
経
済
の
循
環
過
程
に
つ
い
て
仮
に
モ
デ
ル
を
つ
く

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
小
生
産
者
相
互
の
交
換
と
し
て
は
措
き
え
ず
、
収
奪
階

層
を
そ
の
一
環
と
し
て
組
み
込
ん
で
始
め
て
現
寅
味
あ
る
モ
デ
ル
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
萌
芽
」
商
品
の
内
容
を
見
て
も
、
堕
な
ど
の
大
衆
商

品
を
別
と
し
て
、
絹
織
物
、
茶
、
砂
糖
、
紙
、
書
物
、
木
材
、
磁
器
な
ど
の
業
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種
が
「
封
建
階
級
」
の
消
費
な
く
し
て
繁
栄
し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
、
「
封
建
経
済
」
の
設
展
と
「
萌
芽
」
妥
展
と
を
単
に
劉
抗
的
に
と
ら
え

る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
「
萌
芽
」
と
奮
経
済
と
の
構
造
的
結
合
に
つ
い
て
若
干
の
感
想
を
述

べ
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
共
時
的
構
造
の
中
で
の
「
萌
芽
」
の
位
置
の
問
題
で

あ
る
が
、
次
に
、
通
時
的
愛
展
過
程
の
中
で
の

「萌
芽
」
の
位
置
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

ω
「
資
本
主
義
萌
芽
は
、
そ
の
出
現
し
た
社
曾
と
時
代
に
つ
い
て
い
え
ば
、

新
し
い
先
進
的
な
生
産
関
係
で
あ
り
、
新
生
事
物
の
も
つ
生
命
力
を
も
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
一
旦
生
ま
れ
出
で
た
な
ら
ば
、
不
可
抗
の
原
因
を
除
い
て
は
中
途

で
天
折
す
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
方
向
へ
と
向
か
っ
て
ゆ
く
生
産
様
式
で
あ

る
」
(
六
頁
)
と
い
う
第
一
章
の
指
摘
は
、
資
本
主
義
へ
と
向
か
う
「
萌
芽
」

の
内
渡
的
な
力
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
本
書
で
は
、
「
萌
芽
」
設
展
の
論

理
的
必
然
性
に
つ
い
て
は
恐
ら
く
マ

ル
ク
ス
や
レ
l

ニ
ン
の
理
論
を
自
明
の
前

提
と
し
て
い
る
如
く
で
あ
り
、
濁
自
の
誘
明
を
行
な
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
で

は
、
こ
れ
ら
経
典
作
家
|
|
例
え
ば
レ
l

ニ
ン
|
|
に
お
い
て
、
警
枇
禽
の
中

か
ら
資
本
主
義
が
成
長
し
て
く
る
必
然
性
は
ど
の
よ
う
に
設
明
さ
れ
て
い
た
だ

ろ
う
か
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
以
下
の
二
つ
の
論
黙
に
集
約
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
。
第
一
は
、
資
本
主
義
的
経
営
は
労
働
生
産
性
上
の
優
位
に
よ
っ
て
競

争
を
通
じ
て
小
経
営
を
駆
逐
し
、
小
経
営
は
お
の
ず
と
雨
極
分
解
し
て
ゆ
く
、

と
い
う
分
解
論
で
あ
る
。
第
二
は
、
そ
う
し
た
過
程
に
お
い
て
は
、
競
争
を
通

じ
、
お
の
ず
と
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
分
業
関
係
が
成
長
し
、
商
品
に
と
っ
て
の

十
分
な
市
場
が
そ
こ
に
お
の
ず
と
形
成
さ
れ
て
い
る
筈
だ
、
と
い
う
均
衡
的
分

業
論
な
い
し
市
場
論
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
書
の
重
要
な
論
黙
の
う
ち
い
く

つ
か
は
、
こ
れ
ら
の
主
張
と
抵
鰯
す
る
。
第
一
に
、
雇
工
生
産
に
封
抗
す
る
農

民
の
副
業
的
手
工
業
生
産
の
強
靭
さ
に
つ
き
、
本
書
で
は
、

棉
業
を
例
と
し

て
、
大
略
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
農
民
の
家
内
手
工
業
は
、
あ
ら
ゆ

る
農
閑
時
聞
を
利
用
し
、
全
家
の
老
若
男
女
の
労
働
力
を
利
用
し
て
、
最
も
有

数
な
分
業
と
協
業
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。
生
産
力
水
準
(
主
に
生
産
用
具
)

が
等
し
い
と
い
う
僚
件
下
で
は
、
雇
工
生
産
は
、
労
賃
支
携
い
に
よ
る
生
産
コ

ス
ト
の
高
さ
の
た
め
、
こ
れ
と
競
争
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
叉
、
家
内
手

工
業
は
、
穀
物
を
自
給
し
得
る
た
め
、

雇
工
生
産
に
比
し
て
、
市
場
で
被
る
損

失
に
射
し
、
抵
抗
力
が
強
い
の
で
あ
る
(
六
七
八
頁
)
、
と
。
第
二
に
市
場
論

に
つ
い
て
見
れ
ば
、
地
方
市
場
よ
り
も
全
図
的
或
は
海
外
市
場
を
重
視
し、

「
市
場
の
狭
隆
性
」
を
「
萌
芽
」
愛
展
の
重
大
な
阻
碍
要
因
と
見
る
本
書
の
立

場
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
む
し
ろ
、
レ
l

ユ
ン
が
批
刻
し
た
と
こ
ろ
の
ナ
ロ

ー
ド
ニ
キ
の
市
場
観
と
の
親
近
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
論
黙

は
、
「
限
ら
れ
た
市
場
の
も
と
で
は
、

資
本
主
義
萌
芽
は
農
民
の
家
内
工
業
と

そ
の
市
場
を
奪
い
あ
う
他
な
か
っ
た
」
(
六
七
九
頁
〉
が
「
我
園
の
小
農
経
済

は
・:
:
・
新
し
い
生
産
様
式
に
封
し
て
比
較
的
大
き
な
排
斥
力
を
も
っ
て
お
り」

(
六
八

O
頁
〉
、
さ
ら
に
「
小
農
業
と
家
内
手
工
業
と
が
牢
固
と
し
て
結
合
し

た
我
園
の
生
産
構
造
が
、
我
園
圏
内
市
場
の
狭
隆
性
を
決
定
し
た
」

(
六
八
四

頁
)
と
い

っ
た

一
種
循
環
的
な
因
果
設
明
に
よ
り
、
事
質
上
、
本
書
が
批
判
す

る
と
こ
ろ
の
出
口
な
き
構
造
論
に
接
近
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
よ
う
な
批
評
は
、
揚
足
と
り
に
類
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
む
し
ろ
私
は
、
本
書
が
指
摘
す
る
、
小
農
経
営
の
自
然
な
分
解
の

困
難
さ
、
資
本
主
義
の
初
期
的
妥
展
に
お
け
る
遠
隔
地
市
場
の
重
要
性
、
な
ど

を、

重
要
で
普
遍
的
意
義
を
も
っ
論
黙
で
あ
る
と
感
ず
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
認
議
を
基
礎
と
し
て
、
資
本
主
義
援
展
の
「
必
然
性
」
と
い
う
重
要
問
題

の
理
論
的
再
検
討
を
行
な
う
こ
と
こ
そ
、

中
園
資
本
主
義
設
展
の
濁
自
の
論
理
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の
迫
求
、
ひ
い
て
は
「
政
治
経
済
象
の
中
園
化
」
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
も
の
で

は
あ
る
ま
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

資
本
主
義
設
展
論
に
関
連
し
て
、
階
級
闘
争
及
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
き
た
い
。
か
つ
て
一
九
五

0
年
代
の
中
園
に
お
け
る

資
本
主
義
萌
芽
研
究
を
紹
介
・
論
評
し
た
田
中
正
俊
民
は
、
そ
れ
ら
諸
研
究
に

お
い
て
は

「概
念

・
範
鴫
の
規
定
に
不
明
確
な
結
が
少
く
な
い
」
け
れ
ど
も、

日
本
の
研
究
者
が
積
極
的
に
皐
ぶ
べ
き
黙
と
し
て
、
「
こ
れ
ら
の
諸
研
究
が
、

資
本
主
義
萌
芽
を
解
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
経
済
構
造
の
分
析
に
終
始
せ
ず
、

直
接
生
産
者
の
抵
抗
運
動
・
『
市
民
』
階
級
意
識
の
形
成
を
具
鐙
的
に
叙
述
す

る
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
感
性
的
認
識
(
理
性
的
認
識
H
H
理
論
形
成
の

根
源
的
前
提
と
し
て
の
〉
の
新
し
い
創
造
性
を
有
す
る
こ
と
」
を
摩
げ
て
い
る

(
「
中
園
歴
史
築
界
に
お
け
る
『
資
本
主
義
の
萌
芽
』
研
究
」
一
九
五
七
。
同

氏
『
中
園
近
代
経
済
史
研
究
序
説
』
東
京
大
息
出
版
舎
、
一
九
七
三
、
所
収
〉
。

五
0
年
代
の
「
萌
芽
」
研
究
の
こ
う
し
た
性
格
を
本
書
と
封
比
す
る
と
き
、
そ

こ
に
は
興
味
深
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
ら
れ
る
。
本
書
に
お
い
て
は
、
例
え
ば

「
資
本
主
義
萌
芽
」
と
い
っ
た
基
礎
的
範
階
は
、
熟
慮
を
経
て
明
確
に
定
義
さ

れ
て
い
る
反
面
、
階
級
闘
争
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題
は
、
最
終
章
の
中
で

「
萌
芽
」
の
諸
作
用
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

勿
論
こ
れ

は
、
こ
れ
ら
領
域
に
射
す
る
忽
視
を
一
示
す
も
の
で
は
な
く
、
製
問
的
分
業
と
い

う
槻
熱
か
ら
の
意
識
的
限
定
で
あ
る
(
線
序
二
一
頁
〉
。
し
か
し
同
時
に
そ
れ

は
、
中
園
資
本
主
義
の
全
過
程
を
純
経
済
史
的
に
叙
述
す
る
こ
と
も
可
能
だ
、

と
い
う
本
書
作
者
の
認
識
を
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

階
級
闘
争
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
問
題
は
、
資
本
主
義
設
展
過
程
の
祉
舎

製
革
を
挽
う
主
健
、
及
び
そ
こ
で
寅
現
さ
る
べ
き
祉
舎
の
性
格
に
関
す
る
も
の

で
あ
り
、
西
洋
史
で
い
え
ば
「
市
民
革
命
」
「
市
民
社
曾
」
と
い
っ
た
言
葉
を

中
心
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
問
題
領
域
に
属
す
る
と
い
え
よ
う
が
、
こ
れ
ら

の
領
域
に
関
す
る
本
書
作
者
の
基
本
認
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

換
言
す
れ
ば
、
毛
津
東
の
周
知
の
言
葉
を
借
り
て
「
も
し
外
国
資
本
主
義
の
影

響
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
中
園
は
ゆ
っ
く
り
と
資
本
主
義
社
曾
へ
と
設
展
し
て

い
っ
た
だ
ろ
う
」
(
「
中
園
革
命
と
中
園
共
産
禁
」
一
九
三
九
)
と
す
る
な
ら
、

あ
り
得
ベ
き
中
園
の
「
近
代
」
に
お
い
て
出
現
す
る
筈
で
あ
っ
た
の
は

「
市
民

革
命
L

「
市
民
社
曾
」
で
あ
る
の
か
叉
は
別
の
も
の
な
の
か
。
「
中
園
に
は
、

資
本
主
義
萌
芽
を
反
映
す
る
手
工
業
雇
傭
努
働
者
と
雇
主
と
の
聞
の
階
級
闘
争

は
あ
っ
た
が
、
所
謂

『
第
三
身
分
』
的
性
格
の
市
民
階
層
と
彼
ら
が
夜
勤
す
る

市
民
運
動
は
存
在
し
な
か
っ
た
」
(
七
二
二
頁
)
と
い
う
本
書
の
注
目
す
べ
き

指
摘
を
見
れ
ば
、
こ
の
領
域
に
つ
い
て
も
或
い
は
中
園
濁
自
の
性
格
に
基
づ
く

理
論
化
が
目
ざ
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
は
そ
の
可
能
性
を
指
摘

す
る
に
と
ど
め
る
。

以
上
、
相
嘗
紙
数
を
超
過
し
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
私
の
不
手
際
に
よ
る

と
同
時
に
、

本
書
の
充
質
し
た
内
容
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を

諒
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
徹
密
な
資
本
主
義
設
展

理
論
の
そ
ノ
サ
シ
を
使
っ
て
、
明
清
期
の
商
品
経
済
の
設
展
度
が
詳
細
に
計
測

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
測
り
方
は
網
羅
的
で
丁
寧
で
あ
り
、
そ
こ
で
測
り
出
さ
れ

た
「
遅
れ
」
に
つ
い
て
は
周
到
な
誘
明
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

「政

治
経
済
皐
の
中
園
化
」
と
い
う
生
産
的
難
題
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
も
し
、

そ
の
そ
ノ
サ
シ
自
鰻
の
中
園
化
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
終
来
に
残
さ

れ
た
部
分
も
少
く
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
浅
皐
の
身
で
背
の
び

し
た
議
論
を
し
た
た
め
に
、
誤
解
に
基
く
妄
評
も
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
叉
、

個
々
の
事
質
問
題
に
関
す
る
私
の
興
味
や
意
見
に
つ
い
て
は
窓
ね
割
愛
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
あ
わ
せ
て
御
寛
恕
を
請
う
次
第
で
あ
る
。
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人
民
出
版
社

五
・
六
五
元

藤
原
利
一
一
郎
著

東
南
ア
ジ
ア
史
の
研
究

八

尾

生

隆

「序
言
」
に
よ
れ
ば
、
本
霊
園
は
著
者
の
過
去
三
十
数
年
聞
に
設
表
し
た
東
南

ア
ジ
ア
史
に
関
す
る
論
孜
か
ら
二
十
数
篇
を
選
び
、
三
部
に
分
け
て
牧
録
し
た

も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
研
究
の
進
展
に
件
い
、

・
な
る
べ
く
原
型
を
と
ど
め
つ
つ

若
干
の
訂
補
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

目
次
に
従
っ
て
本
書
の
内
容
を
記
せ
ば
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

序
言

第
一
部
明
と
東
南
ア
ジ
ア
の
交
渉

一

明

初
に
お
け
る
遅
羅
と
の
交
渉

二

明
の
永
築
時
代
に
お
け
る
逗
羅
と
の
交
渉

三
明
・
器
開
刺
加
関
係
の
成
立
と
設
展
|
初
期
満
刺
加
闘
史
の
一
側
面
的

考
察
|

四
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
察
朝
前
期
の
明
と
の
関
係

五
中
園
資
料
か
ら
み
た
元
・
明
時
代
の
東
南
ア
ジ
ア
華
僑

第
二
部
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
歴
史
と
華
僑

一

康

南
王
庇
氏
と
華
僑
|
と
く
に
既
氏
の
劉
華
僑
方
針
に
つ
い
て
|

二
鄭
玖
の
庚
南
庇
氏
へ
の
錦
附
の
年
次

三

鄭

玖
事
蹟
考

四
察
朝
後
期
制
野
氏
の
華
僑
針
策

五
明
郷
の
意
義
及
び
明
郷
祉
の
起
源
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